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　症例は，生来健康な 43歳男性である．2007年 4月 17日 19時，夕食後にテレビを見ている際

に心肺停止となった．救急隊により心室細動（VF）が確認され，AEDにて除細動され，前医へ搬送さ

れた．神経学的後遺症を残さずに回復し，心精査のため，当科紹介となった．心臓超音波検査上，心

機能正常であり，壁運動異常や心筋症を示唆する所見を認めなかった．また，冠動脈造影では冠動脈

に有意狭窄を認めず，冠攣縮も誘発されなかったが，ピルシカイニド負荷試験にてCoved型の波形

が出現し，Brugada症候群の診断となった．植込み型除細動器（ICD）植込み術を施行して退院したが，

その後も年数回の VF発作，ICD適正作動を認めており，いずれも同型の心室期外収縮（PVC）から VF

へ移行していた．2010年 3月夕食後に ICD作動を 2回きたし，当院救命センターを受診した．受

診時の心電図にて，左脚ブロック，上方軸タイプの PVCの頻発を認め，そのうちの 1発から VFへ

移行し，ICD適正作動で停止した．VF発作前後で，明らかなBrugada型心電図を示していなかった

が，イソプロテレノール投与にてこのPVCは抑制された．その後入院し，このPVCをターゲットと

して，カテーテルアブレーションを施行した．カテーテル中には PVCはほとんど認められず，ペー

スマップを指標に右室三尖弁輪下壁側で通電を施行した．術後2年半が経過したが，現在 PVCの再

発を認めず，また，VFによる ICD作動も認めていない．PVCのカテーテルアブレーションが VF発

作の抑制に効果的であったBrugada症候群症例を経験したので報告する．
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がVF発作抑制に有効であったBrugada症候群症例
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